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平成28年 9月 23日 

 

関係者各位 

 

比企広域市町村圏組合 

管理者  森田 光一  

 

 

 

質 問 書（回答） 

 

 

 比企広域市町村圏組合東松山斎場施設整備事業建築設計プロポーザル説明書（技術提案）についての

質問事項について、次のとおり回答します。 

 

No 質問事項 回答 

 

 

1 

 

 

技術提案書において透視図の使用は不可とな

っておりますが、「テーマ１斎場設計の考え方

について」の中で外観の考え方等をご説明させ

ていただくに当たり、外観等を表現するイメー

ジスケッチを使用することは可能でしょうか。

技術提案書作成及び評価事項Ｐ２_（２）様式

１２及び様式１３に共通の留意事項②に従っ

てください。 

なお、補足的説明として、平面構成、断面構成、

イメージスケッチなどについては、建物全体で

なく（内観イメージスケッチならある室の全体

でなく、）ある部分の説明に限り、必要最低限

の範囲で使用することは可能とします。 

 

 

2 

 

現斎場の火葬タイムテーブル等運用時間をご

教示願います。 

また、新斎場に切り替わった後の火葬タイムテ

ーブル等運用時間の想定がございましたら、併

せてご教示願います。 

 

現斎場の火葬タイムテーブル等の運用時間は、

質問書（回答）別図１のとおりです。 

また、新斎場切り替え後の人体炉は、平均３回

/炉・日の運用を想定しています。 

3 

技術提案書 様式１３ テーマ２において「面積

配分」とありますが、各諸室の面積を数字で示

すということでしょうか。 

 

想定している建物全体延べ床面積（㎡）と各機

能（火葬・待合・管理）の面積割合（㎡又は％）

でご提案ください。 

 

 

4 

 

 

様式１４の見積書につきまして、特記仕様書Ⅱ

業務仕様書 ３.設計業務の内容及び範囲（２）

追加業務の内容及び範囲に関する設計費は、

「基本設計費」、「実施設計費」の種別に、（１）

一般業務の範囲に関する設計費と加算して記

載すれば宜しいでしょうか。それとも、「その

他」の種別に記載すれば宜しいでしょうか。 

様式１４の見積書の作成にあっては、特記仕様

書Ⅱ業務仕様書 ３.設計業務の内容及び範囲

に基づき、一般業務 ア.基本設計費は「基本設

計費」に、一般業務 イ.実施設計費は「実施設

計費」に、追加業務は「その他」に記載してく

ださい。 

なお、特記事項については、貴社で特記する事

項がございましたら記載をお願いいたします。

 

 
 



No 質問事項 回答 

 

 

5 

 

 

【施設計画概要書Ｐ１_１.施設整備の目的】 

「～火葬機能を休止することなく増改築等を

行い～」とあります。 

「建築設計業務特記仕様書_４設計の与条件」

に「仮設待合室等」とありますので、既存施設

の改修＋増築でなく、「増築～等」とは再整備

プロセス上の意図で、最終的には既存建物を全

て除却し、新しい建物を再整備するお考えと理

解して宜しいでしょうか。 

 

お見込みのとおりです。 

なお、敷地東側の管理棟は残す予定です。 

 

 

 

6 

 

 

【施設計画概要書Ｐ１_３.施設整備の基本的

な考え方】 

「整備期間中の～施設計画が必要～」とありま

す。 

また、「建築設計業務特記仕様書_４設計の与

条件」に「仮設待合室等」とあります。 

予定敷地内において、既存の建物等機能を維持

しながら新しい建物を建設する余地は、相当に

限られていると思料致します。 

仮設火葬炉（仮設火葬棟）や仮設待合棟の建設

も視野に入れられていると考えて宜しいでし

ょうか。 

 

一部の機能を仮設建物で対応することを想定

していますが、コスト縮減の観点から無駄のな

い工事計画となるよう、ご提案してください。

7 

【施設計画概要書Ｐ４_５.施設整備方針】 

「6-3.建物の構造～重量鉄骨造等～」とありま

すが、性能確保やコスト等をふまえ、構造形式

は自由に提案可能（待合機能の木造化を除く）

と考えて宜しいでしょうか。 

 

原則、重量鉄骨造等の構造とありますが、同等

の性能を確保したうえで、コスト面で同等又は

低廉な構造形式であれば、ご提案していただい

ても構いません。 

 

8 

 

【施設計画概要書Ｐ６_③その他の諸室_表】 

諸室の室名や整備内容欄の書きぶりについて、

「施設整備計画概要書・基本計画」と「基本構

想」では多少異なるようです。 

技術提案書の「テーマ２」に「諸室構成と機能

及び面積配分について」が提案課題となってい

ますので、「概要書・基本計画」の記載を優先

しつつ、諸室構成やその具体的規模の詳細につ

いては、「構想」・「計画」に示される目的・趣

旨の範囲内で適宜提案可能と理解して宜しい

でしょうか。 

 

基本構想は、平成26年 11月に策定し、その後

検討を重ねて平成 28 年 7 月に基本計画を策定

したものであります。 

また、概要書は基本計画を基に計画の概要を示

したものであります。 

「構想」を踏まえつつ、「基本計画・概要書」

で示されている内容でご提案してください。 

 

 

9 

 

 

【施設計画概要書Ｐ９_８.事業費（概算）】 

工事費の記載がありますが、その元となる施設

規模等の記載が見当たりません。 

「建築設計業務特記仕様書_４.設計与条件」に

記載されている「3,000 ㎡～4,000 ㎡程度」を

想定されているとの理解で宜しいでしょうか。

 

施設規模等については、建築設計業務特記仕様

書_４.設計与条件_（2）施設の条件_a.施設の

延べ面積（計画面積）に記載されている「3,000

㎡～3,500㎡程度」と想定してください。 

 
 
 
 



No 質問事項 回答 

 

 

10 

 

 

【施設計画概要書[資料２]_現況配置図・参考

図_現況図】 

標記其々の資料にて現況をご公表頂いていま

すが、火葬棟、待合棟、斎場棟は大きく書かれ

ているため判読できますが、それ以外の小規模

な付属舎等、文字が小さく解像度が低いため読

み取れません。屋外設置の主要設備機器の位置

（浄化槽・燃料オイルタンク等の主要埋設設備

を含む）、基本構想に示される車庫・地元自治

会の集会施設等付属舎位置、供養施設位置等に

ついてお示しください。 

 

配置図については、質問書（回答）別図２を参

照してください。 

提供している資料で確認できないものについ

ては、現地に図面等がございますので必要であ

れば、ご確認ください。 

なお、現地確認については、建築設計プロポー

ザル説明書Ｐ６_８手続等_⑥現地案内を参照

してください。 

 

 

11 

 

【現況図及び平面図・立面図】 

設備図が添付されていないため、既存インフラ

引込等位置・ルートが不明です。 

電気引込、水道引込、浄化槽排水、構内のオイ

ル配管やガス配管等も含め可能な範囲で関連

設備図或いは概略の構内ルート資料をお示し

ください。 

 

提供している資料で確認できないものについ

ては、現地に図面等がございますので必要であ

れば、ご確認ください。 

なお、現地確認については、建築設計プロポー

ザル説明書Ｐ６_８手続等_⑥現地案内を参照

してください。 

12 

【設計プロポーザル説明書Ｐ１_１.業務概要】

「予算額（設計業務費）76,690千円」とありま

す。 

「施設計画概要書_試算表・設計業務特記仕様

書」では、「～仮設工事費（仮設待合室等）～

を含んでいない」とあります。 

また「建築設計業務特記仕様書_５.成果物、提

出部数等」一覧表には、「仮設待合室等」の設

計図面・確認申請図書の記載がありません。 

「様式１４」ご提案にあたり 

前記の設計業務費「予算額」の範囲は、「仮設

計画概要書」「総合仮設計画図」にて配置・プ

ランの検討記載程度と考え、「仮設待合室等」

の詳細設計図・申請図書作成（例えばリース調

達等）別途と理解して宜しいでしょうか。 

 

仮設待合室等の設置については、ご提案により

ます。 

なお、仮設待合室等の設置が必要であれば、

「仮設待合室等」の詳細設計図・申請図書作成

は設計業務費に含みますので、様式１４ 見積

書に記載してください。 

 

 

13 

【設計プロポーザル説明書Ｐ４_７.二次審査】

「見積価格」が特定基準に含まれています。 

「設計プロポーザル説明書」に「予算額（設計

業務費）76,690千円」とあります。 

「技術提案書作成及び評価事項によれば、「組

合が設定した見積価格の下限額と比較して評

価」とあります。 

下限額を下回る見積金額でも減点・失格等不利

益は無いと理解して宜しいでしょうか。 

本設計業務はコスト縮減と価格競争も担保す

る中で下限額の設定については、著しい低価格

によるダンピングの恐れや契約内容の適正な

履行が確保されない恐れも高くなることから

設定いたしました。 

なお、「建築設計プロポーザル説明書」Ｐ９_１

２その他_⑧の予算額を超えた場合及び「技術

提案書作成及び評価事項」Ｐ３【特定をしない

場合】下限額を下回る場合（評価点が０点）は、

特定されませんので十分ご注意願います。 

 

14 

【基本構想Ｐ１１_５－１敷地の構成】 

「～市道２０号線を挟んで駐車場～約40台～」

との記載がありますが、建設工事期間中、当該

約４０台の駐車場は引き続き使用可能と考え

て宜しいでしょうか。 

工事期間中も、使用可能です。 

 



No 質問事項 回答 

15 

【基本構想Ｐ１１_５－１敷地の構成】 

「～市道２０号線を挟んで駐車場～約40台～」

との記載がありますが、敷地図等の概略につい

てお示しください。 

 

当該敷地は本計画の対象外でありますので、既

に示した敷地図でご提案ください。 

16 

【基本構想Ｐ１１_５－１敷地の構成】 

「～市道２０号線を挟んで駐車場～約40台～」

との記載がありますが、当該駐車場用地及び公

表頂いています用地実測図範囲以外に計画敷

地に隣接して臨時駐車場等使用可能な余地は

無いものと理解して宜しいでしょうか。 

 

現斎場南に、民間より借地した「約3,000㎡」

の駐車場用地があります。 

 

17 

【基本構想Ｐ１１_５－１敷地の構成】 

「～市道２０号線を挟んで駐車場～約40台～」

との記載があります。 

公開頂いています用地実測図に含まれていま

せんが、再整備施設完成後も引き続き前述駐車

場を使用し続けるお考えと理解して宜しいで

しょうか。 

 

現斎場西にあります市道 20 号線沿いの駐車場

（約 40 台）については、新斎場が完成した後

も、使用を継続します。 

 

 

18 

【基本構想Ｐ１１_５－１敷地の構成】 

「施設計画概要書」の「駐車場計画」項では、

バス及び身障者用を除き、６９台分が計画され

ていますが、基本構想にあります「～市道２０

号線を挟んで駐車場～約 40 台～」との隔地駐

車台数は、この計画の中に含まれていますでし

ょうか。或いは別枠でしょうか。 

 

新斎場敷地内の駐車台数とは、別枠です。 

19 

【基本構想Ｐ１１_５－１敷地の構成】 

「～斎場建設当時から地元自治会の集会施設

～が存在していること～に留意が必要」とあり

ます。 

再整備にあたり、当該集会施設を引き続き施設

内に計画するご予定でしょうか。 

方針についてお示しください。 

また、再整備後も引き続き施設内に設けるご意

向でしたら、具体的な内容（室面積・部屋割り

等概要）をお示しください。 

 

再整備後も集会施設は除却せず、内外装をリニ

ューアルして、引き続き使用する予定です。 

20 

【様式１４_見積書】 

基本設計費、実施設計費は其々「設計業務特記

仕様書_３.設計業務の内容及び範囲」記載の

「基本設計」「実施設計」記載業務を計上、「追

加業務」については其々段階注記に従い基本・

実施設計に振り分けると理解して宜しいでし

ょうか。 

また、前述の通り「追加業務」は基本・実施其々

に振り分けとした場合、様式の「その他｣欄に

は何を計上すれば宜しいでしょうか。 

具体例をお示しください。 

 

No４のとおりです。 

 



No 質問事項 回答 

21 

【様式１４_見積書】 

特記事項欄がありますが、記すべき内容があり

ましたら、具体的にご指示ください。 

 

No４のとおりです。 

22 

施設計画概要書において、火葬機能部分は重量

鉄骨構造・待合部分は原則木造平屋、となって

いますが、技術提案書においてこれを踏襲する

と考えてよいですか。 

 

No７のとおりです。 

23 

施設計画概要書において、事業費（概算）では、

仮設工事費（仮設待合等）を含んでいない、と

なっていますが、仮設待合等を設置する計画と

なった場合、別途予算を計上すると考えてよい

ですか。 

 

仮設待合棟を設置する場合の工事費について

は、別途予算を計上する予定です。 

24 

火葬炉工事費を除く建設工事（外構・解体含む）

の想定予算をご提示頂きたい。 

現在、火葬炉設備選定業者プロポーザルを実施

中のため、火葬炉工事費をお答えすることはで

きません。このため、火葬炉工事費は基本計画

における人体炉６基及び動物炉１基の工事費

を想定し、建設工事（外構・解体含む）を想定

してください。 

 

25 

施設計画概要書において、非常時に避難対応し

やすい施設とする、ありますが、災害時の避難

施設としての利用を想定していますか。 

 

災害時の避難施設としての利用は、想定してお

りません。 

26 

既存建物の構造（基礎）関係図面、設備（電気・

機械）関係図面、構内インフラ関係図面をご提

示頂きたい。 

 

No１１のとおりです。 

27 

様式１２及び様式１３に記載する文書を補完

するイメージ等の表現に関して弊社提出の別

紙１の内容で許されない表現の範囲をご教示

下さい。 

 

No１のとおりです。 

28 

ヒヤリングにおいて、パワーポイントなどプレ

ゼンテーションツールを用い、プロジェクター

で投影するなどの手法を用いることは可能で

しょうか。 

また、提案書に記載の図表を拡大したパネルを

持ち込むことは可能でしょうか。 

 

プレゼンテーション及びヒヤリングの実施に

ついて（9 月 9 日付け）の通知文を参照してく

ださい。 

29 

ヒヤリング会場の広さ、マイクの有無、スクリ

ーンの大きさをご教示ください。 

・会場のAV会議室には、2人掛けの机が2卓で

6列あります。（24席：教室形式） 

・マイクは、使用できません。 

・スクリーンの大きさは、「100インチ」です。

 

 



↑
収骨15分告別 5分

※1件あたりの時間配分 (目安)

東松山斎場　 火葬タ イ ムスケジュ ール　 　 （ 現状・ 1日最大15件の場合）

↑火葬90分(冷却含)

予備炉

⑤ ⑩

４号炉 ④ ⑨ ⑭

５号炉

２号炉 ② ⑦ ⑫

３号炉 ③ ⑧ ⑬

１号炉 ①

15:00 15:309:00 9:30 10:00 10:30 11:00 11:30 17:3012:00 12:30 13:00 13:30 14:00 14:30

炉清掃10分

16:00 16:30 17:00

⑥ ⑪

⑮

質問書（回答）別図１




